
　

６
月
15
日
、
国
見
町
消
防

団
定
期
点
検
が
、
国
見
小
学

校
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

午
前
８
時
30
分
、
藤
田
商

店
街
に
整
列
し
た
消
防
団
員

を
前
に
、
統
監
で
あ
る
太
田

平
成
26
年
度

    
国
見
町
消
防
団
定
期
点
検

久
雄
町
長
ら
が
車
上
か
ら
観

閲
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
会
場
を
国
見
小

学
校
に
移
し
、
女
性
防
火
ク

ラ
ブ
員
を
加
え
て
、
部
隊
の

編
成
替
え
を
行
い
、
開
会
式

に
臨
み
ま
し
た
。
太
田
町
長

の
訓
示
の
後
、
各
種
表
彰
及

び
伝
達
が
行
わ
れ
、
49
人
の

方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
通
常
点
検
や
機

械
器
具
点
検
、
小
隊
訓
練
、

ポ
ン
プ
操
法
な
ど
が
行
わ

れ
、
団
員
は
規
律
正
し
い
迅

速
な
動
き
で
、
日
頃
の
成
果

を
披
露
し
ま
し
た
。

　

閉
会
式
で
は
、
牧
野
善
茂

県
北
地
方
振
興
局
長
を
は
じ

め
来
賓
の
方
々
よ
り
祝
辞

が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
最
後
に
鈴
木
耕
治
団
長

が
「
町
民
の
信
頼
と
期
待
に

十
二
分
に
応
え
ら
れ
る
よ

う
、
消
防
団
員
２
５
２
名
が

一
丸
と
な
っ
て
消
防
、
防
災

活
動
に
邁
進
し
ま
す
」
と
の

決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

◎
福
島
県
消
防
表
彰　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
永
年
勤
続
章
＝
高
原
正
幸
、

佐
久
間
隆
、
髙
橋
光
男

◎
日
本
消
防
協
会
定
例
表
彰　
　
　
　
　
　

・
功
績
章
＝
鈴
木
耕
治

◎
福
島
県
消
防
協
会
定
例
表

彰
　
・
功
績
章
＝
佐
藤
浩
信

・
精
勤
章
＝
寺
島
和
司
、
高　

原
正
幸
、
野
村
伸
一
、
阿
部　

春
男
、
渡
辺
勝
弘

・
退
職
団
員
感
謝
状
＝
高
橋　

一
男
、
松
浦
富
夫
、
後
藤
正　

利◎
消
防
協
会
伊
達
支
部
定
例

表
彰

・
功
績
章
＝
仲
野
博
行
、
近　

野
富
次
、
佐
藤
節
夫
、
佐
藤　

善
浩

・
精
勤
章
＝
大
沼
啓
助
、
齋　

藤
嘉
弘
、
佐
藤　

仁
、
寺
島

定期点検表彰受賞者（敬称略）

弘
之
、
佐
藤
俊
弘
、
鈴
木
純

治
、

浅
野
正
宏
、
高
橋
真
哉
、
鴨　

田
正
一
、
佐
藤
昭
文
、
宍
戸　

克
巳
、
中
野
由
幸
、
佐
藤
秀　

樹
、
東
海
林
正
尚

・
親
子
等
消
防
表
彰
＝
安
藤　

恵
子
、
安
藤
真
奈
美

◎
国
見
町
長
、
消
防
団
長
表

彰・
退
職
団
員
感
謝
状
＝
高
橋　

一
男
、
松
浦
富
夫
、
星
野
正　

博
、
後
藤
正
利
、
小
紫
勝
佳
、

岩
城　

明
、
遠
藤　

正

◎
国
見
町
消
防
団
長
表
彰

・
優
良
消
防
団
員
＝
安
藤
恵　

子
、
斎
藤
盛
一
、
佐
藤
隆
幸
、

阿
部
正
行
、
鈴
木
一
浩
、
市　

川
圭
人
、
鴨
田
清
敏
、
小
室　
　
　

剛
、
吉
田
和
正

第
二
回
　
国
見
町
中
尊
寺
蓮
育
成
会
主
催
講
演
会

中
尊
寺
蓮
の
魅
力
と
奇
跡

　奥州藤原氏悲劇の当主藤原泰衡の首桶におさめられた蓮の種。８００
年の時を超えて開花させた長島時子さんがこの度講演をすることになり
ました。

日時　7 月 19 日土午後 1時 30 分から午後 3時
場所　観月台文化センター
講師　長島時子さん
　　　（恵泉女学園短期大学名誉教授）

長島時子さん Profile
1935 年生まれ。農学博士。
1994 年、中尊寺金色堂から発見された蓮の
種子を発芽・開花させ、中尊寺蓮の復活に尽
力されました。

立地企業との連携・協力関係を強化

　６月 16 日、太田久雄町長は、町内に事業所が
ある㈱大岩マシナリーの東京都品川区の本社を訪
問し、竹本達久代表取締役社長・藤田健太郎取締
役（前国見事業所長）らと面談し、「明日へ。きず
なイルミネーション」での事業所の飾り付け等、
日頃の町への協力に対して感謝するとともに、今
後の連携・協力をお願いしました。
　竹本社長からは、会社の事業が順調に推移して
いるとの説明や、今後とも町と良好な関係を保ち
ながら、積極的に事業展開をしていきたいとの話
がありました。

左から　竹本社長、太田町長、
藤田取締役、神島取締役
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